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歌敷山中学校同窓会会報 (1)

今
年
は
同
窓
会
設
立
六
十
周
年
を
迎
え
、
人

で
い
え
ば
還
暦
を
迎
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
長
き
に
わ
た
る
同
窓
会
活
動
の
上
に
会
員

の
皆
様
と
共
に
、
心
よ
り
喜
び
、
お
祝
い
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

歴
史
を
顧
み
れ
ば
、
同
窓
会
規
約
に
明
文
化

さ
れ
て
い
る
会
員

へ
の
奉
仕
の
全
部
が
、
同
窓

生
の
支
援
　
協
力
に
よ
り
、
実
現
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
り
ま
す
。
（こ
の
会
報
の
記
事
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
）

例
え
ば
、

Ｏ
会
員
相
互
親
睦
を
図
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

（本
部
が
把
握
で
き
て
い
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、）
毎
年
、
学
年
ご
と
の
同
窓
会

同
期
会
や
ク
ラ
ス
会
が
ど
こ
か
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

本
部
開
催
の
同
窓
会
総
会
も
毎
年
秋
に
舞

子
ビ
ラ
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
会
報
も
十
七
回
生
を
は
じ
め
関
係
者
の
協

力
で
毎
年
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 歌

敷
山
中
学
校
同
窓
会
設
立
六
十
周
年
を
祝
う

同
冒

長

濱

田

豊

機

Ｏ
会
員
名
簿
も
十
三
回
生
を
は
じ
め
関
係
者

の
協
力
を
得
て
、
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
ま

す
。

公
開
や
販
売
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

同
窓
会
開
催
等
の
た
め
に
必
要
で
あ

れ
ば
、
会
員
が
名
簿
委
員
会
に
連
絡

す
れ
ば
、
自
分
の
学
年
　
ク
ラ
ス
の

名
簿
は
入
手
で
き
ま
す
。

①
事
務
局
は
Ｈ
Ｐ
を
開
設
し
、
活
動
状

況
を
頻
繁
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
年
代
表
世
話
人
の
評
議
員

は
、
毎
月

一
回
程
度
会
議
を
開
催
し
、

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
で
上
位
の
成
績
を
残
し
た
部
に

奨
励
金
を
授
与
）

Ｕ
文
化
祭
　
体
育
祭
　
入
学
　
卒
業
等
の
学

校
イ
ベ
ン
ト

ヘ
の
祝

い
　
支
援
を
行

っ
て

い
ま
す
。

０
母
校
校
長
主
催
の
学
校
評
議
委
員
会
委
員

と
し
て
母
校

へ
の
支
援
　
相
談
に
参
画
し

て
い
ま
す
。

Ｏ
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
は
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

関
わ
り
、
活
発
な
活
動
の
下
支
え
と

原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

０
母
校
へ
の
支
援
　
援
助
は
、
毎
年
会
員

の
皆
様
か
ら
の
支
援
金
を
ベ
ー
ス
に
、

ω
部
活
動

へ
の
支
援
　
奨
励

（市
　
県

国 鉄 奔 子 〃

舞子駅の開業は明治 29年。当時に舞子公園仮停車場で、同32年 まで

隣の垂水駅が「舞子駅」だった。一般駅に昇格 したのは同39年のこと。

保養地として有名ではあったが、神戸市最西端に位置する駅舎は木造平

屋の瓦屋根で素朴なものであった。
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歌敷山中学校同窓会会報(2)

０
母
校
近
隣

の
卒
業
生

の
中
に
は
、
母
校

生
徒

の
社
会
体
験
の
場

「
ト
ラ
イ
や
る

ウ
イ
ー
ク
」
に
参
加
協
力
し
て
い
る
方
が

お
ら
れ
ま
す
。

●
母
校
が
学
校
公
開
を
行

っ
て
い
る
こ
と
に

関
し
て
、
学
校
公
開
日
に
は
同
窓
会
員
も

参
加
、
母
校
の
見
学
を
し
て
い
ま
す
。

（来
年
春
の
母
校
桜
公
開
日
に
は
、
同
窓
生

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
を
計
画
し

て
い
ま
す
）

⑦
母
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
力
関
係
を
保
ち
、
母

校
校
長
と
共
に
、
毎
年
三
者
懇
談
会
を
開

催
し
、
交
流
と
情
報
の
共
有
に
努
め
て
い

ま
す
。

③
母
校
周
辺
住
民
と
の
地
域
活
動
に
参
加

協
力
を
行

っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ふ
れ
あ

い
懇
話
会
　
ふ
れ
あ

い

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

へ
の
参
加
。

Ｏ
加
え
て
、
三
年
前
の
母
校
創
立
六
十
周
年

記
念
事
業
に
引
き
続
き
、
多
数
の
同
窓
生

の
支
援
　
協
力
を
得
て
、
今
年
は
以
下
の

同
窓
会
設
立
六
十
周
年
記
念
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ω
湯
川
秀
樹
博
士
か
ら
の
言
葉

「
亮
天
功
」

の
説
明
石
板
を
新
し
く
し
た
こ
と
。

０

「生
活
信
条
」
と

「歌
中
生
　
合
い
こ
と
ば
」

の
プ
レ
ー
ト
を
新
替
え
し
た
こ
と
。

０
老
木
と
な

っ
た
桜
の
木
の
手
入
れ

（剪
定

と
薬
剤
注
入
）
を
行

っ
た
こ
と
。

Ｏ
同
窓
会
設
立
六
十
周
年
記
念
総
会
の
場
で
、

母
校
吹
奏
楽
部
の
特
別
演
奏
が
技
露
さ

れ
る
こ
と
。

二
十

一
回
生
製
作
特
別
作
品

「
母
校
今

昔
物
語
」
の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
る

こ

と

。

参
加
者
全
員
に
紅
自
ま
ん
じ
ゆ
う
を
提

供
す
る
こ
と
。

⑩
十
五
回
生
が
中
心
と
な
り
財
務
委
員
会
が
、

こ
れ
ら
の
諸
行
事

の
会
計
管
理
を
正
確
に

行

っ
て
お
り
、
監
査
も
明
確
に
な

っ
て
い

ま
す
の
で
、
同
窓
会
活
動
の
運
営
全
体
が

良

い
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
思

っ
て
い
ま

す
。

①
そ
し
て
、
母
校
の
協
力
　
支
援
も
重
要
な

役
割
を
呆
た
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
全
て
は
、
多
数
の
同
窓
会
員
と
理
事

評
議
員
、
母
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
の
皆
様

の
支
援
と

協
力
が
あ

っ
て
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
母
校
卒
業
生
の
同
窓
会

へ
の
入

会
金
約
六
十
五
万
円
に
加
え
、
同
窓
会
員
か
ら

母
校

へ
の
支
援
金
、
記
念
事
業
費
、
同
窓
会

へ

の
賛
助
金
を
合
わ
せ
て
、
昨
年
は
百
五
万
円
が

寄
せ
ら
れ
、
今
年
も
約
百
万
円
が
会
員

の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。
な
ん
と
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

六
十
年

の
歴
史
に
支
え
ら
れ
た
同
窓
会
活
動

と
同
窓
生
の
活
躍
に
栄
光
あ
れ
。

昭和 24年当時の校舎



歌敷山中学校同窓会会報 (3)

同
窓
会
設
立
六
十
年
の
伝
統

四
月
に
着
任
し
た
際
に
最
も
印
象
に
残

っ
て

い
る
の
は
、
満
開
の
花
を
咲
か
せ
た
四
十
二
本

の
桜
の
樹
で
す
。
歌
敷
山
中
学
校
の
伝
統
を
物

語
る
よ
う
に
立
派
に
咲
き
誇

っ
た
桜
の
花
が
、

初
め
て
学
校
に
着
任
し
緊
張
し
た
私
の
心
に
爽

や
か
で
清
々
し
い
風
を
吹
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

桜
の
樹
に
は
卒
業
記
念
の
プ
レ
ー
ト
が
立
て
て

あ
る
も
の
も
あ
り
、
事
業
生
の
皆
様
の
母
校
に

対
す
る
思

い
が
宿

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
．

そ
れ
以
外
に
も
、
校
内
に
は
幾

つ
も
の
卒
業
記

念
の
碑
等
が
あ
り
、
在
校
生
を
温
か
く
見
守

っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

本
校
に
着
任
し
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の

一
つ
が
、
活

発
な
同
窓
会
組
織
で
す
。
毎
月

一
回
土
曜
日
に

理
事
　
評
議
員
の
皆
様
が
学
校
で
会
議
を
持
た

れ
同
窓
会
運
営
の
話
し
合
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
．

今
年
は
同
窓
会
設
立
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
学
校
正
門
前
に
あ
る
湯
川
秀
樹
先
生
の
石

霞

長

阪

田

俊

晃

碑

「亮
天
功
」
の
説
明
ブ
レ
ー
ト
を
立
派
な
石

板
に
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
歌
中
生
合
言
葉

「聞

こ

つヽ
　
考
え
よ
う
　
話
そ
う
」

の
看
板
改
修
、

桜
剪
定
と
害
虫
駆
除
な
ど
、
多
く
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
神
戸
市
立
中
学
校

は
八
十
五
校

（分
佼
を
含
む
）
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ほ
ど
大
き
く
活
発
な
同
窓
会
組
織
は
神
戸

市

の
中
で
も
随

一
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

同
窓
会
設
立
以
降
六
十
年
間
を
か
け
て
築
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
卒
業
生
の
方
々
の
ご
尽
力
に
心

か
ら
敬
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
す
。

現
在
、
本
校
は
生
徒
数
六
百
四
十
三
名
、
学

級
数
十

人
学
級
の
規
模
の
学
校
で
す
。
本
校
が

最
も
大
き
か

っ
た
時
期
は
、
昭
和
三
十
七
年
度

の
生
徒
数
二
千
百
七
十
四
名
、
学
級
数
四
十
三

学
級
で
す
か
ら
、
そ
の
当
時
の
三
割
弱
ほ
ど
の

規
模
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在

の
生
徒
、
教
職
員
の
教
育
活
動
に
か
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
そ
の
成
果
は
当
時
と
引
け
を
取
ら
な

い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
教
育
努
力
日
標
は
、
「
生

命
　
自
分
を
た
い
せ

つ
に
す
る
と

い
う
こ
と
」

「
豊
か
な
感
性
　
他
を
大
切
に
す
る
と

い
う
こ

と
」
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
‥
社
会
性
　
協
調

性
に
あ
ふ
れ
た
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
」
で
す
。

授
業
や
野
外
活
動
　
修
学
旅
行
、
ト
ラ
イ
や
る

ウ
ィ
ー
ク
な
ど
の
体
験
活
動
、
日
ご
ろ
の
部
活

動
な
ど
教
育
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
通
し
て

教
育
努
力
日
標
の
具
現
化
に
む
け
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
生
徒
が
、
こ
れ
ら
の
教
育
活
動

に
取
り
組
む
姿
は
、
卒
業
生
が
積
み
重
ね
て
こ

ら
れ
た
よ
き
伝
統
を
確
実
に
引
き
継

い
で
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

神
戸
市
の
教
育
は

「
人
は
人
に
よ

っ
て
人
に

な
る
」
を
理
念
と
し
て
推
し
進
め
ら
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
本
校
に
お
い
て
も
同
窓

生
の
皆
様
の
母
校
に
対
す
る
思
い
や
支
援
が

「
人

に
よ

っ
て
」
を
担

い
、
大
き
な
力
に
な

っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
情
様
方
と
共

に
歴
史
を
重
ね
、
在
校
生
　
教
職
員

一
九
と
な
っ

て

″あ
こ
が
れ
の
学
び
舎
″
ク美
わ
し
き
学
び
舎
ク

ク幸
多
き
学
び
舎
ク
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。



(4) 歌敷山中学校同窓会会報

お
礼
の
言
葉

同
窓
会

設
立

六
十
周
年
、

お
め

で
と
う

ご

ざ

い
ま
す
。

同
窓
会

の
皆

さ
ま

に
は
、

日
頃

か
ら

い
ろ

い
ろ
な
場
面

で
ご
指
導
を
賜
り

お

礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま

た
今

年

は
記
念
事

業

と

し

て
母
校

の
た
め

に
格

別

の
ご
支
援
を

い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月

に
専

門
家

の
方

に
鋏

を
入

れ

て

い
た

だ

い
た
憩

い
の
広
場

の
桜

は
、
す

く
す
く
育

ち
、
立
派

な
枝
振

り
が
豊

か
な
緑
陰
を
作

っ

て
く
れ

て
い
ま
す
。

夏

に
は
、
ブ

ー

ル

の
境

Ｈ

に
あ

る
七

ｍ
×

〇

九

ｍ
の
大
看
板

「
歌

中
生
合

い
こ
と
ば
」

レ
二
　
二

ｍ

×
０

九

ｍ
の
小
看

板

「
生
活
信

条

」
を
真
新

し

い
も

の
に
作

り
替
え

て

い
た

だ
き

ま

し
た
。
昭
和

五
十

四
年

二
月

に
初

め

て
設
置

さ
れ

て
か
ら
実

に
三
十

一
年
振

り

に

新

調

さ
れ
た

こ
と

に
な
り
ま
す
。
生
徒

た
ち

は
ホ
ー

ム

ル
ー

ム
教
室

や
生
徒
手
帳

に
あ

る

の
と
同

じ
言
葉
を
、
玄

関

ロ
ー
タ
リ
ー

に
あ

る
プ

レ
ー
ト
で
し

つ
か
り
と
目

に
焼
き
付
け
、

自

ら
を
振
り
返

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
開

こ

教

　

頭

明
　
宏

つヽ
　
考
え

よ
う
　
話

そ
う
」

は
歌

中
生

は

か

く
あ
る
べ
き
な

の
だ
と
語
り
か
け

て

い
ま
す
．

学

ぶ
と

い
う

こ
ル
一
は
ど
う

い
う

こ
と
な

の
か
．

そ

の
神
髄

を
端

的

に
表

し

て

い
る
と
思

い
ま

す
．

い
つ
ま

で
も

生
徒

の
心

の
中

に
し

っ
か

り

と

生

き

続

け

る

こ
と

で

し
卜，
つ
．

そ
し
て
、
八
月
下
旬

に
は

大
変
厳
し

い
猛
暑

の
中

で
し

た
が
、
止
門
を
入

っ
た
左
手

に
あ

る
湯
川
秀
樹
博
十

の
亮

天
功

の
碑

の
説
明
石
板

の
新

調
と
そ

の
周
辺

の
土
砂

の
流

れ
止
め
の
石
Ш

い
を
し

て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
校

に
正

門
か
ら
入

っ
た
時

に
飛
び
込

ん
で
く
る
言
葉
は
、
日
本

で

初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

さ
れ
た
湯
川
博
十

に
縁

の
あ

る
学
校
と
し

て
景
高
な
伝
続

を
感

じ
さ
せ
る
と
と
も

に
落

ち
着

い
た
庭
国

が
生
徒
教
職

員
を

は
じ
め
す

べ
て
の
来
校
者
を
温
か
く
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

歌
敷

山
中
学
校

は
同
窓
会
活

動

が
し

っ
か

り
し

て

い
る
素
晴

ら
し

い
伝
続
校

で
す
．
私

は
そ

ん
な
学
校

で
仕
事
を

さ
せ

て

い
た
だ
く

こ
と

に
感
謝

し

つ
つ
そ

の
音
（任

の
重

さ
を
自

覚

し

て
仕
事

に
励

ん

で

い
き

た

い
と
思

い
ま

す
．
今
後

と
も
母
校
を
温

か
く
見
守

っ
て

い

た
だ
き
ま

す
よ
う

よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
．
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平
成
二
十

一
年
十
二
月
か
ら
二
十
二
年
夏
の

大
会
ま
で
の
顕
著
な
成
績
を
紹
介
し
ま
す
。
同

窓
会
か
ら
は
祝
福
と
激
励
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

水
泳
部

神
戸
市
総
体

男
子
総
合
　
一
一位
　
男
女
総
合
　
一
一位

男
子
四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
　
一
一位

四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
　
一一一位

二
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一二
位

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一二
位

一
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
自
由
形
　
一
位

女
子
四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一二
位

八
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
一
位

兵
庫
総
体

男
子
四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
　
四
位

四
〇
〇
ｍ
自
由
形
　
決
勝
進
出

一
五
〇
Ｏ
ｍ
自
由
形
　
一
一位

（以
上
三
種
目
は
全
国
総
体
出
場
）

近
畿
総
体

一
五
〇
Ｏ
ｍ
自
由
形
　
一二
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

神
戸
市
総
体
　
準
優
勝

（県
大
会
出
場
）

卓
球
部

神
戸
市
総
体

男
子
団
体
　
エハ位

（県
大
会
出
場
）

男
子
個
人
　
五
位

（県
大
会
出
場
）

神
戸
市

一
年
生
大
会

男
子
個
人
　
五
位

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部

神
戸
市
総
体
女
子
個
人
　
ベ
ス
ト
ー６

（県
大
会
出
場
）

サ

ツ
カ
ー
部

神
戸
市
総
体
　
一二
位

放
送
部

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
兵
庫
県
コ
ン
テ
ス
ト

朗
読
部
門
　
優
良
賞

（二
名
は
全
国
大
会

エ
ン
ト
リ
ー
）

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
　
入
選

ラ
ジ
オ
部
門
　
佳
作
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■
平
成
二
十

一
年
度
同
窓
会

・

パ
ー
テ
ィ
報
告

総
会
実
行
委
員
会

平
成

２‐
年
度
同
窓
会
総
会
は
、

１０
月
３‐
日

（土
）
、

４２
回
生
松
岡
裕
美
さ
ん
の
司
会
の
も
と

に
舞
子
ビ
ラ
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

開
会

の
冒
頭
に
フ
ォ
ル
ク

ロ
ー
レ
演
奏
グ

ル
ー
プ

「
グ
ル
ー
ポ

マ
ル
テ
ス
新
長
田
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
南
米
ア
ン
デ
ス
地
方
の
音
楽
演
奏

が
あ
り
、
大
好
評
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
」ヽ
の
年
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に
よ
り
、
当
初
予

定
の
歌
中
吹
奏
楽
部
が
、
同
窓
会
総
会
と
同
日

開
催
と
な

っ
た
文
化
発
表
会

へ
の
出
演
の
た
め

演
奏
不
可
能
と
な
り
、
急
速
９
回
生
実
行
委
員

縄
船
国
子
さ
ん
の
属
す
る
上
記
の
演
奏
グ
ル
ー

プ
に
ビ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
登
場
願

っ
た
も

の
で
あ
る
。

次
に
総
会
議
事
に
移

っ
た
が
、
ま
ず
物
故
者

へ
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
そ
の
あ
と
体
調
不
良
で

欠
席
の
漬
田
豊
機
同
窓
会
会
長
に
代
わ
り
藤
井

英
明
副
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
ご
来
賓
紹
介

の
後
、
母
校
の
岡
本
壽
美
雄
校
長
、
櫻
田
　
進

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。
な

お
、
ご
来
賓
と
し
て
は
、
上
記
お
二
人
の
ほ
か
、

記
念
同
窓
会
開
催
の
１０
回
生
の
恩
師
、
保
科
栄

子
、
杉
田
　
哲
、
橋
本
博
文
の
３
人
の
先
生
方
、

そ
れ
に
故
丸
岡
修
先
生
の
奥
様
の
丸
岡
昭
代
先

生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長
佐
伯
省

一
様
、
元
会
長
澤

村
正
夫
様
の
８
人
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
い

た
。
次
に
、藤
井
副
会
長
か
ら
同
窓
会
活
動
報
告
、

神
部
元
成
財
務
委
員
長
か
ら
会
計
報
告
、
原
田

盈
監
事
か
ら
会
計
監
査
報
告
が
、
そ
れ
ぞ
れ
な

さ
れ
た
。
最
後
に
母
校
の
部
活
動
に
対
し
て
、

藤
井
副
会
長
か
ら
岡
本
校
長
に
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
、
予
定
の
議
事
は
滞
り
な
く
終
了
し

た
。午

後
の
親
睦
パ
ー
テ
ィ
は
、
会
場
を
六
甲
の

間
に
移
し
開
催
さ
れ
、
９
回
生
の
中
尾
隆
三
さ

ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
パ
ー
テ
ィ
は
、
９

回
生
の
大
谷
靖
彦
実
行
委
員
長
の
挨
拶
に
引
き

続
き
、
ご
来
賓
の
杉
田
　
哲
先
生
、
九
岡
昭
代

先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
藤
井
副
会
長

の
発
声
で
乾
杯
し
、
会
食
歓
談
に
入

っ
た
。
そ

の
後
、
同
窓
会
員
諸
氏
の
ス
ピ
ー
チ
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
が
あ
り
、
中
尾
氏
の
名
司
会
と
相

ま

っ
て
大

い
に
盛
り
上
が

っ
た
。
最
後
に
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
し
、
盛
会
裡
に
パ
ー
テ
イ
は
お

開
き
と
な
っ
た
。
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■
十
回
生
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
期
会
報
告

十
回
生
　
泉
　
　
一
誠

（平
成
二
十

一
年
十
月
二
十

一
日
舞
子
ビ
ラ
に
て

，

卒
業
五
十
周
年
を
祝
う
同
期
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
男
子
二
十
九
名
、
女
子
二
十
八
名
、
恩
師

三
名
が
集
ま
り
、
楽
し
い
、
懐
か
し
い

一
時
が

そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
．
今
回
は
十
年
前
に
四
十

周
年
を
持

っ
て
以
来
で
す
か
ら
ひ
と
し
お
で
す
．

Ａ
組

の
保
科
栄
子
先
生
、
Ｂ
組

の
杉
田
哲
先

生
、
Ｉ
組
の
橋
本
博
文
先
生
も
来
ら
れ
お
元
気

な
お
顔
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
．
Ａ
組
か
ら
Ｊ

組
ま
で
ク
ラ
ス
毎
に
席
を
設
け
ま
し
た
が
パ
ー

テ
ィ
ー
が
進
む
に
つ
れ
会
話
は
は
ず
み
笑
顔
が

は
じ
け
席
は
乱
れ
あ

つ
と
い
う
間
の
二
時
間
余

り
で
し
た
。
卒
業
記
念
写
真
が
配
ら
れ
五
十
年

前
の
友
の
顔
が
そ
こ
に
写

っ
て
い
ま
し
た
。
過

去
が

一
瞬
に
し
て
蘇
り
感
慨
に
ふ
け
る
間
も
無

く
隣
の
友
が
語
り
か
け
ま
す
．
お
互
い
に
年
を

と

っ
た
ナ
ー
．
記
念
の
集
合
写
萱
（を
と
り
再
会

を
約
し
散
会
し
ま
し
た
。
二
次
会
に
も
多
く
の

友
が
名
残
り
を
情
し
ん
で
肩
を
寄
合

っ
て
合
唱

し
そ
れ
は
夜
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。
ま
た
い

つ
か
会
え
る
日
を
楽
し
み
に
し
皆
様
の
御
健
康

を
お
祈
り
し
そ
の
日
は
終
わ
り
ま
し
た
，
幹
事

の
皆
様
御
吉
労
様
で
し
た
。

神√・ う II訳 敷 山甲学校
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歌敷山中学校同窓会会報Ｑ
０

圏
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会

設
立
六
十
周
年
記
念
事
業

会
長
　
漬
田
　
由豆
機

多
く
の
同
窓
会
員
の
支
援
と
協
力
に
よ
り
、
以

下
の
記
念
事
業
が
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
．
関
係
者
各
位
に
深
く
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
．

一
、
湯
川
秀
樹
博
十
か
ら

い
た
だ

い
て

い
た

言
葉

「
亮
天
功
」

の
記
念
石
碑

の
横

の
説
明
ブ

レ
ー
ト
が
傷
ん
で
い
た

の
で
、
母
校

の
要
望

に

こ
た
え

て
、
新
し
く
説
明
石
板
を
作
り
、
増
呈

し
ま
し
た
．
施
Ｔ
は
三
回
生

で
松
下
石
材
社
長

の
松
下
博
至
さ
ん
の
ご
尽
力
に
依
り
ま
す
．

（別
項
三
回
生
原
田
さ
ん
の
報
告
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
一

二
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の

「
生
活
信
条

一
と

「
歌

中
生
合

い
こ
と
ば
」

の
プ

レ
ー
ト
が
大
変
傷
ん

で
い
た
の
で
母
校
の
要
望
に
こ
た
え
て
―
ブ
レ
ー

ト
を
新

し
く
し
ま
し
た
。
施
工
は
画
神

ア
ー
ト

社
長
の
酒
井
正
温
様
の
ご
尽
力
に
依
―，
ま
す
．

（別
項
三
同
生
原
Ш
さ
ん
の
報
告
を
参
照
し
て

く
だ
さ

い
）

三
、
母
校

の
桜

の
本

の
内
何
本
か
が
老
化
し

て
弱

っ
て
い
た
の
で
、
母
校

の
要
望
に
応
え

て
、

三
回
生
原
田
さ
ん
の
紹
介

に
よ
る
垂
水
植
物
園

（
三
十
九
回
生
小
西
社
長
）

の
ご
尽
力

に
よ
り
、

剪
定
と
某
剤
注
入
を
行

い
桜
木
は
元
気
を
取
り

一戻
し
ま
し
た
。

四
、
同
窓
会
設
立
六
十
周
年
記
念
同
窓
会
総

会
は
、
同
窓
会
員
自
身

の
喜
び
と
お
祝

い
の
た

め
に
、
以
下
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ

と
に
評
議
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
．

ｎ
母
校
吹
奏
楽
部

の
特
別
演
奏
を
お
願

い
し
、

実
現
し
ま
し
た
。

母
校
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
ま
す
．

母
校
吹
奏
楽
部
部
員
八
十

二
名
全
員
が
出

演
し
て
く
れ
ま
す
．
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
な

る
で
し
ょ
う
．

田
二
十

一
回
生
が
過
去

の
写
真
集

や
現
在

の

母
校
の
様
子
を
記
録
し
、
編
集
し
た
、
ス
ラ

イ
ド
写
真
集
を

「
母
校
今
音
物
語
」
と
し
て
、

記
念
総
会
当
日
上
映
し
て
く
れ
ま
す
．

二
十

一
回
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
感
謝

す
る
と
共
に
、上
映
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
．

‐Ｃ‐
同
窓
会
員
や
参
加
者
と
共
に
、
六
十
周
年

を
お
祝

い
す
る
記
念
品
と
し
て
、
紅
向
ま

ん
じ

ゆ
う
を
記
念
総
会
出
席
者
全
員

に
配

布
贈
呈
す
る
こ
と

に
な
―，
ま
し
た
．
楽
し

み
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

細
第
六
十

二
回
　
体
育
会

平
成
二
十

一
年
の
歌
中
体
育
会
は
九
月
十
九

日

（十
）、
晴
天
の
も
と
母
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
日
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
全

二
十

の
演
技

の
う

ち
、
私
た
ち
同
窓
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
来
賓
　
職

員

の
方

々
と

一
緒

に
午
前

の
部

の

「
み
ん
な
で

踊
ろ
う

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」
と
、
午
後
の
部
の
「紅

白
玉
入
れ
」
に
参
加
し
ま
し
た
．

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、
″
マ
イ
ム

マ
イ
ム
ク

の
軽
快
な
リ
ズ

ム
に
の

っ
て
、
全
生
徒
が
グ
ラ

ウ
ン
ド

い
つ
ぱ

い
に
繰
り
広
げ
る
幾

つ
も

の
輪

の
中

に
入

つ
て
楽
し
く
踊
り
、
ま
た
玉
入
れ
で

は
、
生
徒

の
弟
妹
た
ち
多
数

の
小
学
生

の
参
加

も
あ

っ
て
、
童
心

に
返
り
愉
快

に
競
技
を
愉
し

み
ま
し
た
。

今
回
の
体
育
会

へ
の
特
別
参
加
は
、
二
〇
〇
七

年
母
校
創
立
六
０
周

年
記
念
事
業

の

一
環

と
し
て
、
同
年
初
め

て
参
加
し
て
以
来
三

年
連
続
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年

の

プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お

い

て
も

「
同

窓

会

会
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長
挨
拶
」
が
組
み
込
ま
れ
、
午
後
の
部
の
冒
頭
、

壇
上
よ
り
漬
田
会
長
か
ら
、
生
徒
た
ち
の
熱

い

演
技

へ
の
ユ
ー
ル
と
、
来
場
の
方

々
に
も
同
窓

会
活
動
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

■
第
六
十
二
回
　
母
校
文
化
発
表
会

歌
中
恒
例
の
秋
の
学
校
行
事
、
第
六
十
二
回

文
化
発
表
会
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

に
よ
る
学
級
開
鎖
な
ど
の
影
響
も
あ

っ
て
、
予

定
よ
り

一
週
間
遅
れ
の
平
成

二
十

一
年
十
月

三
十

一
日

（土
）
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
同
窓
会
は
二
年
前
、
母
校
創
立
六
十

周
年
事
業
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
行
事
に
特
別

参
加
し
て
以
来
、
「展
示
の
部
」
に
お
け
る
作
品

展
と
資
料
展
に
そ
れ
ぞ
れ
出
展
し
ま
し
た
。

作
品
展
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
共
同
展
示
に
よ
り
五

号
館
で
行
わ
れ
、
同
窓
会
か
ら
は
、
も
は
や

常́

連
ク
と
も
な

っ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々
の
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
今
年
出
品
に

ご
協
力
頂

い
た
方
々
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

（敬
称
略
、氏
名
の
後
ろ
の
〈
＊
＊
〉
数
字
は
回
生
、

―
＊
＊
＊
―
は
作
品
分
野
を
示
し
ま
す
。
）

豊
滋
夫

〈
４
〉
―
油
彩
―
、
藤
村
洋
子

〈
６
）

―
刺
繍
―
、岸
波
千
恵

〈６
〉
―
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
、

ド
ラ
イ
＆
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ー
、
豊
庸

夫
〓

）
―
バ
ー
ド

カ
ー

ビ
ン
グ
ー
、
花
田
春
洋

〈
Ｈ
）
―

ア
ク
リ
ル
ー
、

漬
田
豊
機

〈
Ｈ
）
―
蘇

州
刺
繍
―
、
酒
井
丈
子

〈
２６
）
‐
水
引
―
、
松
下
聡
子

〈
２９
）
‐
粘
土
細

エ
ー
の
皆
さ
ん
で
す
。

資
料
展
は
、
作
品
展
と
は
別
に

一
号
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
同
展
に
は
同
窓
会
事
務
局
が
保

存
し
て
い
る
卒
業
記
念
ア
ル
バ
ム
、
卒
業
記
念

文
集
、
歌
敷
山
文
集
、
母
校
創
立
記
念
誌
、
写

真
パ
ネ
ル
等

の
文
献
　
資
料

の
展
示

の
ほ
か
、

今
年
は
母
校
近
傍
の

「
絵
葉
書
資
料
館
」
の
展

示

コ
ー
ナ
ー
も
特
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
閲
覧
に
供

し
ま
し
た
。

な

お
、

こ

の
資
料

展

は
、
文

化
発

表
会

終

了

後

も
約

一
週

間
、
展

示
期

間
を

延
長

し

て
、
生

徒
会
自

主
管

理

に
よ

る
閲
覧

に
も
供

し
た
と

こ

ろ
で
す
。

ま

た
、

文

化

発

表

会
当
日
は
、
恒
例

の

一

号
館
調
理
教
室
に
開
設

の
喫
茶

コ
ー
ナ
ー

「
カ

フ
ェ
　
う
た
し
き
」

へ
、

同
窓
会
か
ら
茶
菓
子
を

差
し
入
れ
る
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
運
営

に
も
協
力

し
ま
し
た
。

■
第
六
十

一
回
　
同
窓
会
入
会
式

二
〇

一
〇
年
三
月
九
日

（火
）
九
時
よ
り
母

校
講
堂
に
て
六
十

一
回
生
の
同
窓
会
入
会
式
が

行
わ
れ
た
。
漬
田
会
長
を
は
じ
め
八
名
の
出
席

の
も
と
、
六
回
生
の
伊
藤
さ
ん

（理
事
）
の
司

会
で
進
め
ら
れ
、
岡
本
校
長
、
漬
田
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
卒
業
生
六
十

一
回
生
上
田
君

の
入
会
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
幹
事
の
紹

介
と
、
学
年
代
表
幹
事

（評
議
員
）
と
し
て
、

皆
木
雄
太
郎
く
ん
、
森
美
波
さ
ん
、
中
川
沙
也

香
さ
ん
、
上
田
　
優
馬
く
ん
の
四
名
が
紹
介
さ

れ
た
。

■
第
六
十

一
回
　
卒
業
式

二
〇

一
〇
年
三
月
十
日

（水
）
十
時
よ
り
母

校
講
堂
に
て
、
六
十

一
回
生
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
行
わ
れ
、
百
二
十

一
人
が
事
業
し
て
い
き

ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
六
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
以
下
の
祝
電
を
打
電
し
ま
し
た
。

第
六
十

一
回
卒
業
生
の
皆
様

春
の
日
差
し
が
眩
し
い
今
日
の
佳
き
日
に
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
栄
え
あ
る
我
ら
が
母
校
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歌
敷
山
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
喜
び
お
祝
い
中
し
上
げ
ま
す
。

皆
様

一
人

一
人
が
自
分
の
個
性
を
大
切
に
し
、

自
信
と
青
雲
の
志
を
持

っ
て
、
希
望
の
実
現
を

目
指
し
て
、
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
健

康
と
幸
せ
を
お
折
り
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
三
月
十
日
　
歌
敷
山
中
学
校

同
窓
会
　
〈
〓
長
　
漬
田
　
曲豆
機

■
第
六
十

四
回
　
入
学
式

二
〇

一
〇
年
四
月
八
日

（本
）
十
四
時
よ
り

母
校
講
堂
に
て
、
六
十
四
回
生
の
入
学
式
が
行

わ
れ
た
。
百
九
十
九
人
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

同
窓
会
か
ら
は
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
以
下

の
祝
電
を
打
電
し
ま
し
た
。

新
入
生

（第
六
十
四
回
生
）
の
皆
様

桜
花
咲
き
誇
る
春
の
佳
き
目
に
栄
え
あ
る
我

ら
が
母
校
歌
敷
山
中
学
校
に
入
学
さ
れ
た
こ
と

を
心
よ
り
喜
び
お
祝

い
中
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
三
年
間
、
ス
ポ
ー
ツ
と
勉
学
に
励
み
、

真
理
を
学
び
、
人
間
関
係
を
大
切
に
し
て
、
楽

し
く
充
実
し
た
学
校
生
活
を
過
ご
さ
れ
る
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
．

平
成
二
十
二
年
四
月
八
日
　
歌
敷
山
中
学
校

同
窓
会
　
ムム
長
　
漬
田
　
豊
機

■
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
　
一二
者
懇
談
会

今
年
度

の
三
者
懇
談
会
は
二
〇

一
〇
年
六
月

十
四
日

（月
）
十
人
時
三
十
分
か
ら
垂
水
セ
ン

タ
ー
街

に
あ
る
喫
茶

″
ブ
ラ
ジ

ル
ク
で
開
催
さ

れ
た
。
母
校
か
ら
は
本
年
四
月
に
着
任
さ
れ
た

阪
田
新
校
長
、
藤
本
教
頭
他

二
名
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
は
天
野
新
会
長
と
副
会
長
三
名
、
同
窓
会
側

か
ら
は
漬
田
会
長
を
は
じ
め
六
名
が
参
加
し
た
。

漬
田
会
長

の
開
会
挨
拶

に
続

い
て
、
出
席

メ

ン
バ
ー
に
よ
る
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

母
校
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
同
窓
会
そ
れ
ぞ
れ
が
近
況
　
活

動
報
告
を
行

っ
た
。
母
校
か
ら
は
、
最
新

の
部

活
動
成
績
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
同
窓
会
か
ら
は
、

ク今
年
が
同
窓
会
設
立
六
十
周
年
記
念

の
年
で
あ

る
″
こ
と
を
中
心
と
し
た
話
題
提
供
を
行

っ
た
．

会

の
後
半
は
食
事
を
と
も

に
し
な
が
ら
、
和

や
か
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
前
回
の
三
者
懇
談
会

で
は

″
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
″
と

い
う
暗

い
ニ
ュ
ー

ス
が
話
題

の
中
心

で
あ

っ
た
が
、
今
回
は
今
年

の

″
ト

ラ
イ

や
る
　
ウ
ィ
ー
ク
ラ

の
話
題

や
、

音

の
校
舎

や
グ
ラ
ン
ド
に

つ
い
て
の
思

い
出
話

な
ど
で
盛
り
上
が

っ
た
．

最
後

に
、
阪
田
校
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
、

閉
会
と
な

っ
た
。

■
歌
中

ふ
れ
あ

い
懇
話
会

二
〇

一
〇
年
六
月
二
十
九
日

（火
）
午
後
に

第

一
回
、
人
月
六
日

（金
）
に
第
二
回
の
ふ
れ

あ

い
懇
話
会
が
母
校
に
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
母
校
を
中
心
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
生

徒
の
生
活
を
見
守
り
、
母
校
の
発
展
　
活
性
化

を
日
的
と
し
て
、
関
係
者

（母
校
職
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ

保
護
者
、
霞
が
丘
小
学
校
職
員
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

東
舞
子
小
学
校
職
員
、
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
民
生
児
童

委
員
、
母
校
評
議
員
、
同
窓
会
代
表
、
等
）
か

ら
な
る
会
議
で
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
活
動
状
況
報

生
回
、
意
見
交
換
、
勉
強
会
、
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ふ
れ
あ

い
懇
話
会
の
活
動
の

一
環
と
し
て
、
毎

年
夏

（本
年
は
人
月
七
日
）
に
ふ
れ
あ

い
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
母
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
る
。

■
歌
敷
山
中
学
校
評
議
員
会

二
〇

一
〇
年
六
月
二
十
九
日

（火
）
午
後
、
第

一
回
学
校
評
議
員
会
が
母
校
校
長
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
母
校
校
長
が
主
催
し
、
母

校
の
教
育
目
標
、
取
り
組
ふ
方
、
学
校
運
営
等

に
関
し
て
、
評
議
員
よ
り
参
考
意
見
等
を
聞
く

も
の
で
、
元
大
学
教
授
、
青
少
協
役
員
、
同
窓

会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
等
七
名
の
委
員
か
ら
な
る
。
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□
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（報
告
）

六
回
生
　
伊
藤
　
　
宏

真
夏

の
風
物
詩
、
母
枝

ふ
れ
あ

い
懇
話
会
主

催

に
よ
る
恒
例

の

「
ふ
れ
あ

い
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル

フ
大
会
」
が
、
平
成
二
十
二
年
八
月
七
日

（土
）

青
空

の
下
、
母
校
校
庭
　
第

一
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
か
れ
ま
し
た
．

二
十
数
年
前
か
ら
続

い
て

い
る
こ
の
大
会
、

今
年
も
校
区
小
学
校

の
児
童
　
母
校
生
徒
を
始

め
、
各
保
護
者

教
職
員
、
青
少
年
育
成
協
議
会
、

地
域
老
人
会

（健
寿
会
）

の
方

々
、
等

々
約
百

名

の
老
若
男
女
が
参
加
し
、
プ

レ
ー
を
通
じ
て

お
互
い
の
交
流
を
深
め
合

い
ま
し
た
。

同
窓
会
も

こ
の
大
会

に
参

加
を

は
じ

め

て

十
二
年
目
。
今
年
は
塩
崎
武
（４
）
、
伊
藤
宏
（６
）
、

黒

島

陸

枝

（
７
）
、

林

佐

名

哉

（
こ

、

水
富

典

子

（
７
）
、

津
田
美
智
子

（９
）
、

漬

田

豊

機

（
Ｈ

）

の
過
去
最
多

七
名

の
メ
ン
バ
ー
が
出

場
。

い

つ
も

の
よ

う

に
、

二
〜
三
人

の
ペ
ア
に
分
か
れ

て

コ
ン
ピ

の
母
校
水
泳
部
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

の
部
員
と
チ
ー
ム
を
組
み
九

時
過
ぎ

に
ス
タ
ー
ト
．

ア
ウ
ト
八
、
イ

ン
八
、

合
計
十
六

の
ホ
ー
ル
を
巡
回
し
て
ス
コ
ア
を
競

い
ま
し
た
。

ブ

レ
ー
は
、
と
き

に
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
の
歓

声
も
あ
が
る
熱
戦

の
中
昼
前

に
終
了
、
続

い
て

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
は
、
小
学
生

の
部
、
中
学
生

の
部
、　
一
般

の
部
、
シ

エ
ア
の

部

の
各
六
位
ま
で
の
入
賞
者
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
は
七
名
全
員
が
強
豪
ぞ
ろ
い
の
シ

エ
ア

の
部
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
し
た
が
、
成
績

は
、
塩
崎
さ
ん
が
同
窓
会
と
し
て
は
過
去
最
高
位

の
三
位

に
入
賞
―
ま
た
林
さ
ん
も
昨
年

に
続
き

四
位
入
賞
と
大
健
闘
、
連
続
出
場
の
面
目
を
保

っ

て
く
れ
ま
し
た
。

さ

ら

に
今

回

は

メ

ン
バ

ー
中

の

三
名

が

借

物

で

は

な

く
自

分

の

ス

テ

ィ

ツ
ク

を

持

参
、

同

窓

会

会

員

中

の

グ

ラ

ン

ド

ゴ

ル

フ
愛

好
家
の
発
掘
に
も
成
功
し
ま
し
た
。
来
年
は
同

窓
会
か
ら
の
参
加
者
が
さ
ら
に
増
え
、
好
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

な
お
こ
の
大
会
、
当
日
は
約
二
十
名
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
や
母
校
の
先
生
方
が
、
お
世
話
に
あ

た

っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚

く
お
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

●
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

念
願

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

二
〇
〇
九
年
五
月

に
立
ち
上
げ
、
順
調
に

→

）
更
新
中
で
す
。
ト

ッ

プ
ベ
ー
ジ
は
次
の
ペ
ー
ジ
に
示
す
通
り
で
す
。

Ｃ
”
げ

は

，
，
Ｐ
＼
ヽ
姜
‘
‘
“
ｏ
ｏ
２
〓
０
り
』０
＼

ｃ
Ｓ
ｏ

，
ｃ
Ｑ
ｏ
ｃ
＼
で
す
の
で
是
非

一
度
ご
訪
間
下
さ

い
。
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呻
・ 10/09/15	母校	 同窓会短信 一第3号―

‐
か完成しました

・ 10/08,14	平成22年度同総会総会 (設立60周 年記念)‐ のご案内

・ 10107/12	同窓会HPアーカイラスのベージを作成しました

¬ 0/04/18	 卒業生数の推移のベージを更新しました

。10101/23	平成20年度決算報告のベージを立ち上げました

。10′01/23	同窓会会報第16号	 を立ち上げました

・00/09130	 第62回母校体育会 (参加報告)

・ 09109'07	 母校吹奏楽部への楽器ご寄贈お願い

・ 09/09`04	 挿絵 (カ ツト)の達人日本狡長先生にインタビ■― |

・09'06/29	 同窓会会報 (第 16号)の原稿募卸

・09/05/06	 平成21年度同総会給会	のお知らせ

・09/05106	 同窓会のホームベージを立ち上げました

0融をクノウ ′壺・工大ど″ます

宙働耐J諜
諄剣訓議会のホ

ームベー

⊂
【同窓会事務局】デα6りα′

勧辱

"望
水函醗裁ι2理47

働百オ立酸威″中学茂″

′たと′OZワ′OZ密

`初
証

一

歌敷山中学校同窓会
のホームページヘようこそ !

:一
― ― ― ― ― ― ―

:―
― 			['100915更力斤]

(hine稔

)会 長 挨 拶

〉会		 則I

〉型持	 同空会の歩み

>卒業生数

〉H21年度役目

I	H21年 度予定
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■
歌
敷
山
中
学
校
同
窓
会

設
立
六
十
周
年
記
念
事
業
を
完
遂
し
て

原
田
　
　
盈

（３
回
生
）

同
窓
会
設
立
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
改
修

さ
れ
た
、
「歌
中
生
合
い
言
葉

生
活
信
条
ブ
レ
ー

ト
」
及
び

″亮
天
功
″
石
碑
の

「説
明
石
板
」
の

除
幕
式
は
平
成
二
十
二
年
九
月
七
日
十
六
時
よ
り

無
事
挙
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
ｒ
字
校
側
か
ら
は
、

校
長
、
教
頭
並
び
に
生
徒
会
役
員
に
出
席
し
て

頂
き
、
同
窓
会
側
か
ら
も
、
会
長
、
副
会
長
、
そ

の
他
多
数
の
役
員
が
参
加
し
て
く
れ
感
謝
し
て
い

る
。
思
え
ば
、評
議
員
会
で
記
念
事
業
の
三
点
セ
ッ

ト
が
決
ま
り
、
そ
れ
を

「
三
回
生
で
全
部
引
き
受

け
る
」
と
、
軽
は
ず
み
に
手
を
上
げ
て
か
ら
四
か

月
を
経
て
、
よ
う
や
く
こ
の
事
業
全
て
を
完
了
す

る
事
が
出
来
、
ほ
っ

と
し
て
い
る
。

第

一
の
事

業
、

校
庭

の
桜

の
剪
定

及

び

害

虫

駆

除
、

予
防
は
長
年
地
元

で

（
有
）
垂
水
植

物
園
を
経
営
し
て

き
た
三
回
生
小
西
健

雄
氏
に
依
頼
し
、
彼

の
甥
で
現
社
長
、
歌

中
三
十
九
回
生

の
小

西
康
孝
氏
が
作
業
を

二
つ
返
事

で
引
き
受

け
て
く
れ
た
。

第
二
　
第
三
事
業
、

石
碑
の
説
明
石
板
と
横
幅
合
計
人
メ
ー
ト
ル
以
上

も
あ
る
大
プ
レ
ー
ト
の
製
作
は
、
三
回
生
松
下
博

至
氏
経
営
の

（有
）
松
下
石
材
店
に
お
願
い
し
、

プ
レ
ー
ト
は
常
に
コ
ン
ビ
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

西
神
ア
ー
ト
社
長
酒
井
正
温
氏
に
快
詰
し
て
頂
い

た
。
亮
天
功
の
説
明
板
は
過
去
の
写
真
を
見
る

と
、
当
初
作
ら
れ
た
三
十
五
年
前
は
木
製
、
三
度

目
も
木
材
で
作
ら
れ
、
三
度
目
は
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク

板
に
改
修
さ
れ
て
い
た
．
湯
川
秀
樹
博
士
と
亮
天

功
石
碑
に
関
し
て
は
歌
敷
山
中
学
校
　
校
長
室
だ

罐『れ嘲一に向『〔　耐「．

デ
ー
タ
を
基
に
詳
し
く

記
載

さ
れ

て

い
る
が
、

未
だ
に
何
故
歌
中
に
来

ら
れ
た
の
か

，
又
、
昭

和
二
十
七
年
何
月
，
に

来
校
さ
れ
た
の
か

が
全
く
不
明
で
あ

る
。
昭
和
二
十
七

年
と
言
え
ば
我
々

三
回
生
が
三
月
に

卒
業

し

て
お
り
、

来
ら
れ
た
の
は
恐

ら
く
そ
の
後
だ
と

思
う
。
湯
川
博
士

一一

が
歌
中
に
来
校
さ
れ
た
理
由
は
、
あ
く
ま
で
も
私

見
で
あ
る
が
、
初
代
、
岸
田
永
貴
校
長
が
京
都
大

学
出
身
で
あ
り
そ
の
縁
で
来
ら
れ
た
の
で
は
と
私

は
考
え
て
い
る
。

岡
本
壽
美
雄
、
前
校
長
は
、
今
年
の
春
、
歌
中

を
去
る
に
当
り
、
コ
元
天
功
」
の
堂
々
と
し
た
石

碑
脇
で
、
あ
ま
り
に
汚
れ
て
破
損
し
た

「説
明
板
」

と
設
置
後
三
十

一
年
を
経
て
浮
き
文
字
が
剥
が
れ

落
ち
、
老
朽
化
し
た

「大
プ
レ
ー
ト
」
の
改
修
が

出
来
な
か
っ
た
の
が
唯

一
心
残
り
だ
と
言

っ
て
お

ら
れ
た
が
、
今
や
っ
と
先
生
と
の
約
束
を
果
た
せ

ムた
。こ

れ
も
、
我
々
三
回
生
の
中
に
今
も
地
元
に
密

着
し
た
事
業
を
継
続
し
て
い
る
友
人
が
い
た
か
ら

こ
そ
成
し
得
た
事
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
作
業
を

し
て
頂
い
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
な
る
謝
意
を
表
し
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た
い
。

完
成
ま
で
に
、
頻
繁
に
学
校
を
訪
れ
、
阪
田
校

長
、
藤
本
教
頭
、
名
和
管
理
員
に
度
々
多
忙
の
中

お
世
話
を
か
け
申
し
訳
な
く
思

っ
て
い
ま
す
。
同

窓
会
設
立
六
十
周
年
と

で
ユ
即
日
に
、
予
想
を
は

る
か
に
超
え
立
派
に
改
修
さ
れ
た
記
念
碑
と
プ

レ
ー
ト
が
末
永
く
、
登
下
校
の
生
徒
達
を
温
か
く

見
守

っ
て
く
れ
れ
ば
幸

い
で
す
。

aよ セヽ決まったら実行しよう。L

ユl特に汗を流ぅ。

|な/tt・も、なぜと考えよう。

信 条
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■
自
然
食
品
の
店
　
グ
リ
ー
ン
八
ウ
ス

大
畑
　
毅

一

（四
十

一
回
生
）

両
親
の
創
業
二
十
八
年
目
に
な
る
食
品
販
売

店
の
店
長
を
し
て
ま
す
。

小
学
校
の
頃
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と

い
う

こ
と
も
あ
り
、
両
親
が
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

店
を
開
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
父
の
出
身
地
、

淡
路
島
か
ら
地
元
農
家
さ
ん
の
産
地
直
送
野
菜

を
毎
日
運
ん
で
販
売
し
、
評
判
を

い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

店
舗
で
は
、
よ
り
健
康
に
な
る
た
め
の
国
内

産
無
農
某
食
材
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
雑
貨
、
地
球
に

優
し
い
せ
つ
け
ん
等
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
不
定
期
で
び
わ
温
圧
療
法
　
整

体
師
の
先
生
を
招

い
て
、
健
康
相
談
会
を
行

っ

て
い
ま
す
。
玄
米
菜
食
運
動
で
あ
る

「
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
」
と

い
う
考
え
方
を
元
に
、
個

人
個
人
に
合

っ
た
健
康
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
家
族
経
営
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
店
で
す

の
で
、
是
非

一
度
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

い
１０
時
〜
１８
時
３０
分

日
曜
定
休
　
祝
日
営
業

神
戸
市
垂
水
区
星
陵
台

一
―
九
―
九

ａ
Ｏ
七
人
―
七
八
七
―
三
人
二
人

阻
〇
七
八
―
七
八
七
―
三
人
四
四

あ
な
た
の
食
生
活
は
ど
っ
ち
の
タ
イ
プ
？

Ａ

一
②
オ
ム
レ
ツ
　
の
カ
ッ
プ
め
ん
　
⑦
揚
げ
物

Ｏ
サ
ン
ド
イ
ツ
チ
　
●
ハ
ン
バ
ー
グ

Ｏ
焼
き
肉
　
０
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
　
○
ミ
ル
ク

②
卵
焼
き
　
⑦
炒
め
物

Ｂ

一
０
お
か
ら
　
の
か
つ
お
だ
し
の
み
そ
汁

０
朝
ご
は
ん
　
〇
三
度
豆
な
ど
の
豆
類

Ｏ
葉
物
の
お
し
た
し
　
○
野
菜
の
煮
物

Ｏ
里
い
も
の
煮
付

⑫
椎
た
け
な
ど
の
キ
ノ
コ
類

⑦
イ
モ
類
の
蒸
し
た
お
や
つ

Ｏ
納
豆
、
酢
の
物
な
ど
の
発
酵
食
品

現
代
書
林
よ
り
引
用

■
住
宅
街
に
あ
る
家
族
的
な

グ
ι

″菫
去
街

″

歌
中
十
七
回
生
の
松
本
健
氏
が
夫
婦
で
や
っ
て

ま
す
。
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
、
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
、
コ
ー

ス
料
理
他
。
素
材
は
自
分
で
吟
味
さ
れ
、
日
替
ラ

ン
チ

一
二
〇
〇
円
は
特
に
人
気
あ
り
。
ち
な
み
に

屋
号
の

ご
口兵
衛
ク
は
、
曾
祖
父
の
名
前
で
す
。

な
〇
七
八
―
七
〇
七
―
七
七
〇
七

神
戸
市
垂
水
区
五
色
山
四
丁
目
二
十
二
―
三
十
三

□
　
ラ
ン
チ
　
Ｈ
時
〜
１４
時
３０
分

デ
イ
ナ
１
　
１７
時
〜
２‐
時
３０
分

座
席
３０
名
ま
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
可

ｍ
　
月
曜
日
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■同窓生近況報告	(平成22年 9月 11日現在)

1 第 7代校長 細見英太郎 ご盛会をお折 り申し上げますて,

2 第 10代校長 坂本		 繁 元気に生活 しておりますがすっかり老けこんで出不精になってし

まいました。歌中の発展をいつも祈っています。

3 第 12代校長 小野	 博正
当日、兵庫県人権教育研究大会中央大会を■田市で開くことに

なっています。私は県人権の副会長であ り、lt念ですが当日の

60周年記念総会に欠席いたします。皆様方によろしく。

4 第 13代校長 安東		 保
元気に仕事にIIR味 にそして介護に頑張っています。生きているか

ぎり青春の心意気で,,総会当日は仕事で出席出来ません、ご盛会

をお lrり いたしております。

5 第 14代校長 森本	 和彦
ご案内ありがとうございました。年相応に元気に過ごしておりま

す。ご盛会をお折りします。

6 第 15代校長 井上	 光利 歌中同窓会60周年記念おめでとうございます。今後益々の同窓
生と同窓会のそして歌中の御発展をお祈り申し上げます。

7 第 16代校長 角		 孝雄
附 校	 同窓会■u信Jの記事から歌;iの様子がうかがえ、なつか
しく思いました。会員の皆様のご健康とご多幸、母校のますます
の発展をおいのりいたします。

8 第 17代校長 同本壽美雄

・ 38年にわたる教員生活の締めくくり3年間を歌中で過ごせた
こと	 はんとうに幸福に思っています。充実感をもって終止符が
打てました。歌中のますますの発展とそれを支える同窓会のます

ますの発展を祈念いたします。みなさまの健康も併せて祈ってお

ります。

・ 2010年 4月 より縁あって長田区片山町にある片山児童館で嘱託

館長として第2の人生を歩んでいます。月ヽさなこどもたちと直接
関わる日々に、また違った充実感を覚えます。すこぶる元気です。

恩	:市 杉出		 哲

2階の教室。大阪湾から播磨灘が ―望できる。4時間目の授業の
終わりが近づいた頃、「先生 1来 たで―Jと 声があがる。この声
で教T4書 もノー トも片イJけ られる。 4時間目の終了のサイレンが
まだ鳴らないのに一 、である。関西汽船の定期便が来たのです。

四時間日の終わりごろ ― サイレンの鳴る前に関西汽船の定期便

が前の海を通るのです。懐かしの	・あ―あ、歌敷山・	 です.

恩	:市 丸岡	 昭代
7人 の孫が居ます。みんな加古川市内で生活しているためにぎや
かです。今のところ健康にも恵まれ、元気に過ごしています。

11 ′慰	:市 川本 清正

卒業 40年 .・L念同期会おめでとうございます。私こと八十路にな

りました。お陰さまで元気に生活しています。最近は有志で週に

1ヽ 2回、グランドゴルフをしたり、菊水山へ登って楽しんでい

ます。

12 恩	 自市 ■l川 晋久
ご案内ありがとうございました。小生彫刻を通しての文化活動等

で忙 しいです力i元気にしています

13 恩	`市 出中	 忠徳
企画ご案内ありがとうございました。再会できることを楽しみに

しています.

14 1 回 生 HネR 森田		 卓
2010年 11月 30日 を以って、30年間の民生委員、児童委員活動
に終止符をうちます。振 り返ってみて	'よ く頑張ったなあ

・	 と
感無量です、健康に感謝、感謝の毎日です。

15 1 回生 K組 大下	 昭夫 神戸市立シルバーカレッジを卒業してTFL在兵庫県立いなみの学園
に通園しています.

3回生	B組 山下	 英世 現役で元気で勤めています。
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17 3回生	H組 永Ft	一彦
「特発性問質肺炎Jに かか り人l‐L中 。 10年 4月 からでへたをする

と背中に「酸素ボンベJを かついで外出しなければいけないこと

になるかも….

3回生	H組 永福千鶴子

いつもお世話を頂き有難うございます。10月 11日 はすでに予定

が入っており残念ながら欠席させて頂きます。元気に過ごしてお

ります。

3回生	 」組 大和		 齊 ご無沙汰、深謝。皆ll・ のご尽力に敬意を表します。

3同生	K組 井出	 瑛子 幹事の皆々様何時もお世話様になり有難うございます。特に原」

様には感謝しています。眼の手liや心臓病で困つています。

21 3旧 1生 	M組 小西	 健智 高齢者大学で音楽を学びグループを組んで老人施設、保育所、幼

椎同に訪問してボランティア活動をしています.

3同生	L組 中村	 義止
昨年は久 しぶりに大病をしましたが、中央市民病院が完全に治し

てくれました。その後若返 リロカビリーやハワイアンを楽 しく

歌っています.

3回生	L組 北りきよ子
4/4さ くらコンサートとてもよかったです、来年もたのしみに

しています。(鬼 よ笑うな 1)

3同生	L組 中島	 弘美 元気にしています。今年4月 に41ま れた孫の守のため出席できま

せん、残念ですが皆様によろしく。

4回生	A組 島岡加代子
いつもお世話になります`.主 人と二人で地域のボラ

ンティアをし

ながら元気に暮しております。

4同生	F組 」ヽ田		 惇

私の住んでいる鈴蘭台.かっては寂しいといわれていましたが、

今年は梅Hl明け後猛暑日の連続です。近くの菊水山への登山、こ

の 7月 末で 2000回 達成、市ンルバーカレッジ卒業生仲間と共同

農同での作業、月 1回稗度のゴルフ、この数年変わらずの毎 [で

す。

27 4同生	F組 荒井登志子

今年の猛暑も元気にのりきることができました。毎年参加したい

と思いつつ、年月があっという間に過ぎ去っていきます。役員の

皆様にはお世話をおかけして中しわけございません`,あ りがとう

ございます。

5回生	Bi■ 官時	 芳江

同窓会設立60周年おめでとうごさいます。役員の方々には大変

お世話をおかけしほんとうに有難うございます。私はボランティ

ア活動をしていますのでちょうど10月 11日 はKOBEフ ラワー

フルーツパークでイベントがあり責任者となっていますので残念

ですが欠席させていただきます。

29 5同生	D組 青木	 美枝

いつもお世話役の皆様に御礼申し上げます。出席は出来ずともあ

の舞子の海を忘れたことはありません。白い砂浜、海に突き出た

桟橋、あの冷たい海水の感触、夏が来れば甦る	・′亡ヽの一頁 '	で
す`,私事日

々元気に、多忙に過ごしております。お目にかかれる

日を楽しみに

6回生	A組 佐野	 彰―

昨年末にて、47年間のサラリーマン生活を終 r致 しました。今

年からは、ストレスから解放され自由になりました。車での通勤

を続けていましたので、現在は殆んど毎 [18km位 の距離を歩い

て体調を整えております。古希を迎えても自分では60代の気持

ちを持って、前向きに生活を楽しんでいる毎日です。

6回生	A組 秋山	 貞子
ご案内有難うございました。夫婦仲良く病院通いに忙しい毎日で

す。同期会楽しみにしています。

32 6回生	B組 馬然	 重満 残念ながら地域行事と重なり出席できません。当方はいたって元

気で地域ボランティア、趣味など忙 しく楽しんでいます。
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6回生	B組 和気	 利明
70才 になってボケ防止に和弓、乗馬、水彩画を始めています。
それぞれに奥が深 く、まあほとはとやっています。皆さんお元気
~`,

6回生	B組 小方		 薫 元気にすごしています。

6回生	C組 ・Tl元 	 幸信
元気に過ごしています。10′ 8-10/11迄 、東京出張中のため

出席出来ません、悪 しからずご諒承願います。

6回生	D組 伊達	 愛子 お世話役の皆様ご苦労様です。古希の会出来るだけ多くの方にお

めにかかりたいと思っています。米寿は無理でしょうから。

6回生 	F組 耐‖奇			i告 畑仕事、自然との共存でもあり自然との争いでもあります。

6同生	G組 今井		 功
昨年 12月 に最高裁判事を定年退職し、今年 4月 から弁護士登録

をし、東北大学法科大学lt(ロ ースクール)で学生を相手に裁判
の話をしています。

6回生	G組 錦円	 健滋 今年から完全「サンデー毎日Jに なり、週休二日制で万博公回で

デジカメを楽しんでいます。プログ名 :万博公園の花と実

6	LI牛 	G	lll 大空美代子

いつもお世話になりまして有難うございます。古希を迎えこの度

8月 1日 に埼玉にいる息子の勧めて、みそ汁の冷めない距離に引

越 しを致 しました。古希記念同期会には出席致しかねます悪 しか

らずお許しドさいませ、皆様に宜 しくお伝え下さい。

41 7同生	D組 林	佐名哉 今年は母校歌中60周年記念行事 と私達同級生は古希をめでたく
迎えることが出来て二重の喜びです。

42 8回生	B組 小寺		 健 淡路島で趣味程度の農業をして忙 しく過ごしています。

43 8回生	C組 森田		 勲

今年春の観桜開放日に入しぶりに母校に寄せてもらいました.多
くの桜が立派に咲き誇り、校庭からの景色は随分変わっていまし

たが、懐かしく在校当時を想い起こしました。自身はサンデー毎

日を楽しく元気に過ごしております。同窓総会は欠席させて1員 き

ますがご盛会をお祈 りいたします。ご案内有難う御l■いました。

44 8回生	G組 野田俊太郎

サラリーマン生活 47年。卒業 し少 しはのんびりしたいと思って
います。昨年 12月 にはホノルルマラツン完走 しました、元気に

やっています。同窓生の皆様のご健康を祈念しております。

45 9日生	A組 岡田真志美
要介護2の認定を受け週 3回デイサービス施設に行き足のリハビ

リ中です。

9回生	A組 石川	 玲子 リタイアーした主人と家にいるので大変です。『夢に見た	 楽し
い老後	 日々喧嘩』でも元気です

47 9回生	B組 沼舘	 廣彦
相変わらずバタバタと忙 しい毎日を過ごしております。仕事の処

理の処理能力のダウンが原因と考えています。仕事の都合で出席

できません。

9回生	C組 山本	 耕二
昨年に引き続き体調不良により欠席させていただきます。昨年末

に手術 (腰部)を受け、かなり良くなり日下リハビリに専念して
おります。

10回生	C組 吉田	 昭二 毎りJl回 スポーツをしたり、時々2オの孫娘と遊んだりして元気
に暮 しております。

10回生	D組 伊藤	 一郎
(意見)同窓メンバーとは殆んど顔を合わせていないので 50数年
振 りでは話題もなく話 しもはずまないのでは。(近況)孫 3人 と

なり平凡な日々を送っています。名古屋在住 30年になります。

51 10回生	D組 黒日	 耕造

私、年令相応にマア元気にしています。週に2、 3回 の仕事とた

まに日友との麻雀などのんびりゆっくり暮しておりありがたいこ

とだと感謝の日々です、年を重ねるのも悪くない	 そう思う毎日
です。
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10回生	E組 1也 ll・l			i青

前期高齢を迎え早や2年 、脳障害でデイサービスを利用していま

すが、何と認知症、うつ病が多いことか、私を「お父ちゃんJと
叫ぶ人、いつも泣いている人、踊る婦人、急に無表情に成る壮年.

人生いろいろ、どの様に成ろうとも尊厳は守ってやりたい.

10回生	E組 戎谷	 ―機

60才 後半を迎え動ける間が花 と思つてお ります。各種会合、グ

ループ活動に参加、第 3の人牛を楽 しんでおります今日この頃で

す。常に前向きにli進するのみです。感謝の気持ちを忘れず夢と

希望と誇 りを持って頑張りたい思います。皆lT方の益々の御活躍

と健康大事に祈っております。

10回生	F組 大下	 秀雄 横浜市在住で、元気にやっております`,欠席ごめんなさ
い

55 10回生	F組 西川	 孟仲 加古川に移 り住み 35年、lLtt	l・ 今迄気づかなかった事をliし ウ

オーキングしています |

10回生	F組 藤原	 敏弘 「金のなる木Jを 育てています.100本 以上あり、金がたまって困つ

ています ||

57 10回生	F組 原		 知子

毎日35度以上の猛暑が続 き身体がたるく熱中症には特に気をつ

けています。体力作 りに夕方に友人とウオーキング、	lヶ 月に 1

度友人宅で食事作 り、おしゃべ りして楽しく過ごしています。皆

様には身体に気をつけて 卜さい。

10回生	I組 山本やすゑ 元気にしています。幹事の方お世話ありがとうございます。

11回生	A組 山Ш	 故雄 元気に現役で頑張っています。

11回生	A組 西垣みち1壮

4年前に神奈川でシステムエンジエアとして働いていた息子が
27歳の若さで過労死いたしました。今東京地裁にて労働災害認

定を求め裁判をしています.ご協カ トさいました方にも充分ご報
告もできずに失礼しております、お許 し下さいませ.

61 ll回生	B組 北川		 守

お世話して 卜さる方々に感謝Hlし Lげ ます。私儀未だサラリーマ

ンを続けてお り総会予定日は毎年の決算期で予定が立たず不本意

乍ら欠席させて戴きます。幸い健康には恵まれi□勤に支障なく毎

日三ノ宮まで通つています.会の成功を祈念しています。

11回生	B組 中田		 亨 体調不良の為欠席させていただきます。

11 回生	B組 中津	 雅晴
・「 事遅 くなり申し訳

ごさいません、いつもお世話になります。当

日、所用の為、欠席させていただきます。現在、現役で仕事に従

事しています。皆様によろしく。

64 11回生	C組 中村	 和弘
2009年 1月 妻死去.2009年 11月 ―監杏事務ア ドバイサーとして

週 3同勤務.

11回生	C組 西形		 昭 子供、li/への自慢 ?勤続 50年今も元気に働いています。

66 11回生	C組 松浦	 清美

あのなつかしい友達の顔がすぐに思い出せるのにもう高齢者と呼

ばれるなんて信 じられないわ。60歳で定年退職 し、孫の保育所
への送迎役も終 了しました。これからが私の時 出です.。 ろヽいろ

な国の人々と触れ合って素敵な考え方に出会えるといいなとしtう

今日この頃です。

67 ll回生 	Cl■ 古円	 園子

非常勤で、看護学校で英語を教える。	 日標はボップオペラ.
カラオケでクラシック (ア リア)と 演歌をうたいわける.	健康 :

気持ちのいいことだけやる。身体 (腹部)冷やさない、リンパ節
集中のため.

68 11回生	C組 王置	 俊夫
次々とやつて来る老化現象とも、適当に戦い、協調 しながらの毎

日。それでもle康で遊んでいます、楽しんでいます。10月 1l	H

を楽しみに数 しております、お世話に深謝 |
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11回生	D組 池円	 順平
10月 11日 に卒業 50周 年同窓会を開催されますが、10月 4日 ヽ

2週間出張の予定ですので欠席とさせて頂きます。皆様によろし

くお伝え下さい。まだ現役で神鋼で仕事を続けています。

70 11回生	D組 山本寿美子

同窓会のお世話をしていただきありがとうございます。元気なう

ちにと海外国内の旅行を楽 しんでおります。久し振 りに皆様にお

会いできるのを楽しみにしております。

71 11回生	D組 柏木	 悦子
いつもお世話になります。卒業 して早 50年 ということ驚きます。

着付学院の講師も終えました。今は酷暑にも負けず 92歳の母親
の介護に頑張つております。

11に 生	D組 川 I	正子
いつもお世話様です。今回出席させていただくことが出来、皆様

に久しくお進い出来ます事を楽しみにしております。

73 11回生	D組 牧野千鶴子 当方シルバー (老 人会)のお世話で忙 しくしております。

74 ll回生	F組 三谷	 和央 世話人の皆様有難うございます。予定が重なり参加できませんが、

盛会をお祈 りします.

75 11回生	F組 鈴木茉由美

歌中の学び舎を後にして半世紀、随分歳を重ねたものです。お陰

様で元気です。穏やかにゆったり流れる日々に感謝 して過ごして

おります。軒下にツパメが巣を作って毎年帰ってきます。今年は

5羽の雛が巣立ちました。何だか心がほっこりしました。

76 11回 生 	F組 山吉	 迪子
退職して4年、すっかり暇に慣れました。色んなことが出来ると

楽 しみにしていましたが、意外にそうそう充実はしないものです

ね。当日色んな方々にお目にかかるのを楽しみにしています。

77 11回生	G組 打田	 義光

30年liか ら原子力発電,I(PWR	 三菱製)の仕事をしてお り
ます。10月 は秋の定期検査が始まり九州か四国に出張に行 く予

定です。私の後継者が居ないので現在も現役で仕事をしておりま

す。家内 (長崎の女)は よく舞子にビラに行っておりますヨ ll

中し訳ないです	 宜 しく |

11回生	G組 高橋	 由仲 音楽とともに、徳島文理大学大学院で臨床心理士の教育にあたっ

ています.

11回生	H組 今岡	 勝美
まわりの環境は大きく変化しましたが、生まれ育った所で今も元

気で居ります。

11回生	H組 小17N	 徳文

皆さん御元気ですか、私も元気にしております。細々とカー トは

こびをして孫 (長男夫婦)2人 (上男小 2、 下幼稚園女)の プレ

ゼント代にしています。

81 11回生	H組 鈴木	 利昭
2010年 3月 末をもってサラリーマン生活に終 L符 を打ちました。

貸農園での野良仕事やジョギング、サイクリングで1段つぶしをし

ています。たまには旅行にも出かけています。

11回生	H組 中井	 峯生 元気です。

11回生	H組 宗和	 峯子

杖をつき始めて3年 日、物忘れもひどくなりましたが知人の悩

みを聴いたり猫の世話をしたりしながら静かに暮 してお ります。

皆々様のお顔を思い浮かべつつご健康とご多幸をお折 り■tし てお

ります。

11回生	H組 森川	 義信 病気療養中の為、今回は欠席します。

11回生 	I組 井岡	 紘昭

今までの人生余 りまじめに歩いて来たとは思いませんが、何故か

運と健康に恵まれヨーロッパゃアラスカまでスキーに行ったり又

ゴルフに熱中してます。もちろん仕事は現役です。頑張ってます。

幹事の皆様お世話有難うございます。

11回牛 	I組 藪		 克行
2年前より家内と2人介護の仕事をして居りH	Itt	Hの み休みで

す。記念同窓会の成功をお祈りして居ります。
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11回生	I組 榎田	 豊機

歌敦山中学校同窓会長、霞ケ丘教会執事、カベナンター書店手伝

い、神戸大学就職情報センターlll談役、AFS高 校生留学兵庫県

支部員、ひようご産業活性化センター販路開拓ナビゲーター、N
PO法人産業人OBネ ット理事、等々今年はボランティアの巾も

広が りtし くしています。私も妻もメタボで老化現象が加速 して

いますが、元気にしています。子供達 3人 も中年となり、孫 4人

も中2を 筆頭にがんばっている様子です。

11回生	I組 伊藤	 忠明 元気にしています。

11回 生 	I	IH 平17N		攻 体調不良のために欠席 します。

11回生	I組 林		 昭平

所用のため、欠席 します。市役所退職後、3年間北須磨文化セン

ター、その後、一昨年 5月 から民間の人材派遣会社へ名ばかりの

顧問として週 2回勤務 しています。臨時的に人手を要する職場を

探 し、そこへ人材を送 り込む内容で、実質セールスマンです。再

来年の4月 末までの予定です。3人の子供も内、2人がかたづき、

来春 3人 日の孫ができます。

91 11回生	I組 大前由利子

今年は激動の年になりました。4月 に主人が死去、同じく4月 に

長男の結婚となり、又子の 10月 末には次女の結婚がひかえてお

ります。まだ主人が急病で死亡という事にとまどいを感じており

落ち着かない日常です。出席は見送らせて頂きます。

11回生	I組 中尾美代子 鳥取に来て 12年 になります。

12回生	B組 石井喜佐子 Fnl窓会のお知らせいつもありがとうございます。

12回生	B組 五郎川清子

妻清子は病気のため亡くなりました、今までいろいろお世話にな

りありがとう御座居ました、一度でも出席させてやりたかったで

すが。五郎川信	 一冥福れり″ ιます	事務局―

12回生	D組 植垣	 憲司
ふれあいのまちづくりの広報担当、老人会の書記lH当 、マンドリ

ンの演奏活動、ウオーキング…	忙しい毎日です。

12回生	G組 人見	 道雄
いつもおlll話 になります。本年 3月 に退職し家庭莱園と菊作 りに

精を出しています。卒業 して来年が 50周年になりますネー.毎
日元気に過ごしています。

97 12 回生 H組 広松 	 毅 東京大学を定年退litを し、現在1青報セキユリテイ大学院大学で研

究	 教育を行っています。

98 13回生	3組 竹内	 信子
残暑お見舞い中し上げます。猛暑の中何時もお世話下さり有難う

ございます.,今年は管理組合の役員が回つて来て忙 しく過ごして

居ます。60周年記念総会が盛会になることを祈っています。

13回生	6組 宮IIF	 宣哲

ご案内有難うございます。すっかり神戸が遠くなってしまいまし

たが、おかげ様で元気に仕事の合いlllに ゴルフを楽しんだりして

おります。もう少しの間現職継続で頑張ってみるつもりです。13

回生同期1会の案内をお待ちしています。

13回生	8組 長谷川俊夫
早いものですね、2年後は卒業して 50年にもなります。定年退職

後、趣味(家庭莱園 ゴルフ等)で′しヽ身とも健康にすごしております。

13同生	9組 西崎		 毅
総会の 1週間後に 13回生とみの会同期会が開かれます。楽しみ

にしています。お世話していただいた1	2組のみなさんありが

とうございました。

102 14回生	4組 野田	 正則 昨年 (H216り J)に 38年間勤務した後定年退職となりました。

力J齢に伴う体のケアを行っています.

103 14回生	6組 真期	 澄夫 福祉活動を通じてご高齢の方々や障害をおもちの方々と共に、毎

日楽 しく過ごしております。
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104 14回生	6組 松本	 武司
一応元気に仕事をしています。パー ト代と年金とで細々と暮 して

いる状況です。

15回生	5組 玉中	 光雄 昨年定年になり、嘱託で働いています。

15回生	7組 平沼加代子
いつもお世話ありがとうございます。今年は特に暑いので大変

だったと思います。′し、よりおネL中 しヒげます。

107 15回牛	9組 永井	 庸晴 東京勤務。元気に働いています。同窓会当日、中東へ出張を計口i

しています。出席出来ず残念。皆様によろしくお伝え 卜さい。

15回生	12組 岡田	 英男
去年の総会に出席させていただき12組の仲間との連絡がとれる

ようになりました。45年前にタイムスリップしたみたいでとて

もうれしく思いました。	・歌中'	ありがとう

109 15回生	12組 橋本千賀子

いつもお世話になりありがとうございます。私の方はパー トで働

いています。今年は厳しい暑さでどうか皆様健康に気をつけて下

さい。

17同生	10組 戎家	 博幸

本年は私自身も還暦であり少なからずご縁を感じています。現在

の病院勤務の中で	・ 命の尊さ'	を実感しています。多感な時期
をよき環境、よき学びやで過ごせたことに感謝しています。母校

の発展を祈っています。

111 18	Fp」生	8組 小林	 三和 元気に変わりなく過ごしております。

112 18同生	9組 松村	 恭子 設立 60周年おめでとうございます。私達卒業生も後一年後は 60

才です。当面元気な限り仕事続けます。

113 22回生	3組 脇田	 欣哉 5年11薬 品会社を早期i量職し、自宅にて母親 (今年 89才)の介
護に。

114 25回生	1組 久田	 陽子
早や卒業 して35年過ぎました。息子 も歌中でお世話にな

たので…皆様も如何過ごされているか想いをはせますが、

生活に追われ体だけは丈夫でllF張 っております。

し

の

ま

Ｈ

り

毎

25回生	8組 梅Ш	 敦子

テニス部の皆さまお元気でしょうか ?現在私は沖縄勤務となり単

身赴任 しています。常夏の沖縄の日引しはすごく強くて毎H暑い

ですが何とか頑張っています.2年後ぐらいには神戸に戻れると

思いますので40周年の頃にお会いできるといいですね |

29回生	11組 作		 和憲 今年は特に仕事が忙しいので欠席します、すみません。

117 41回生	3組 天野	 雅弘
出席 したいのですが仕事の都合により今回はすることが出来そう

にありません。次回がございましたらその時は是非とも出席させ

て頂きたいと思いますのでよろしくお願いします。

118 58回生	5組 大半l		 亮 大学に入 り、頑張っています。

119 58同生	5組 菖浦池	 凌 4月 から就職をし社会人になりました。

120 60回生	3組 小林	 千夏 宿題とにらめっこして毎日元気に過ごしています。

121 60回生	5組 松本俊太朗

高校生活もついに半分が終わります。歌中卒業生はどの場所でも

活躍 しているようです。頼もしいですね。歌中が自慢できるのは

君達生徒だと思います。したたかさを持ち、余裕があり、だから

こそ自分だけでなく人にも目を向けられる。義務教育は終わりま

すが、君達歌中生諸君が、あらゆる所で活躍されるのを、楽しみ

に待っていたいですね。

122 61回生	4組 福田	 瑠華 自分の将来やりたかった仕事と学校に通うのを今ちゃんと両立し

ていってて日常をltし く愉しく生活しています。
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歌
敷
山
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学
校
同
窓
会
役
員

一
覧

（平
成
２２
年
９
月
１１
日
現
在
）

本
部
役
員

〈
ム
　
長

漬
田
　
豊
機

（
１１
回
生
）

（び
（〇
七
八
）
七
〇
九
―
五
一人
八

副
会
長

藤
井
　
英
明

（
Ｈ
回
生
）

（菌
（〇
七
八
）
七
〇
九
―
四
一
二
八

副
会
長

（東
京
地
区
代
表
）

中
村
　
和
弘

（
Ｈ
回
生
）

容
　
（〇
四
人
）
五
四
二
―
八
人
三
〇

事
務
局
長

（理
事
）

藪
　
　
忠
司

（
８
回
生
）

ａ

（〇
九
〇
）
八
七
九
九
―
六
八
二
七

名
簿
委
員
会
委
員
長

（理
事
）

西
崎
　
　
毅

（
１３
回
生
）

ａ
　
（〇
七
八
）
九
九
二
―
四
六
二

名
簿
委
員
会
委
員

遠
藤
　
牧
子

（
１３
回
生
）

公
　
（〇
七
八
）
九
六
三
―
六
人
五
人

名
簿
委
員
会
委
員

谷
口
　
健
夫

（
１３
回
生
）

ａ
　
（〇
七
八
）
七
八
三
―
三
九
二
一

財
務
委
員
会
委
員
長

（理
事
）

神
部
　
一九
成

（
５
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
九
一―
人
四
〇
人

財
務
委
員
会
委
員

（理
事
）

辰
己
　
順
子

（
１５
回
生
）

（０
（〇
七
人
）
七
〇
人
―
七
〇
八
二

財
務
委
員
会
委
員

徳
永
ソ
ノ
子

（
１５
回
生
）

な
　
（〇
七
人
一
七
五
三
―
二
五
九
二

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
委
員
会
委
員
長

（理
事
）

伊
藤
　
　
宏

（
６
回
生
）

８

（〇
七
人
）
七
〇
七
―
人
五
六
〇

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
委
員
会
委
員

佐
伯
　
省

一

（
２６
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
〇
六
―
五
六
五
九

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
委
員
会
委
員

酒
井
　
文
子

（
２６
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
八
一
―
二
人
九
九

広
報
委
員
会
委
員
長

（理
事
）

藤
本
　
純
子

（
１７
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
〇
七
―
三
六
〇
一

広
報
委
員
会
委
員

原
　
　
正
行

（
１７
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
九
六
一
―
一人
一四

・
監
　
事

原
田
　
　
盈

（３
回
生
）

８

（〇
七
八
）
七
〇
六
―
〇
七
二
二

酒
井
　
康
夫

（
１１
回
生
）

ａ

（〇
七
八
）
七
〇
九
―
三
七
七
〇

・
同
窓
会
担
当
母
校
教
頭

（事
務
局
副
委
員
長
）

藤
本
　
明
宏

ａ

６
七
△

七
〇
七
―
人
仝
（四

（丑
黒
じ

相
談
役

母
校
校
長阪

田
　
俊
晃

前
会
長

竹
中
　
義
明

（１
回
生
）

前
財
務
委
員
長

岡
本
　
正
幸

（２
回
生
）

前
名
簿
委
員
長

吉
岡
昭

一
郎

（３
回
生
）

評
議
員１

回
生
　
竹
中
　
義
明
　
　
木
下
　
ト
ミ

２
回
生
　
岡
本
　
正
幸

３
回
生
　
原
田
　
　
盈
　
　
水ヽ
井
　
昭
夫

吉
岡
昭

一
郎
　
　
中
村
　
正
義

４
回
生
　
塩
崎
　
　
武
　
　
長
野
　
　
斉

５
回
生
　
神
部
　
一九
成
　
　
日
置
　
直
美

原
田
　
良
彦

６
回
生
　
伊
藤
　
　
宏
　
　
角
南
冨
美
子

春
田
多
美
子

７
回
生
　
林
　
佐
名
哉
　
　
黒
島
　
陸
枝

８
回
生
　
梅
田
　
昭
男
　
　
曽
谷
　
全
博

森
　
　
士
口
正
　
　
田
中
　
義
和

藪
　
　
忠
司
　
　
小
寺
　
　
健

９
回
生
　
大
谷
　
靖
彦
　
　
土
口
田
　
　
基

津
田
美
智
子

１０
回
生
　
泉
　
　
一
誠
　
　
工半
化
　
宏
昭

戎
谷
　
一
機
　
　
吉
川
　
　
彰

１１
回
生
　
西
谷
　
智
美
　
　
花
田
　
春
洋

山
下
　
和
代
　
　
谷
口
　
●
害
一

浜
田
　
豊
機
　
　
中
村
　
和
弘
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０

０
ι

赤
尾
　
安
彦

野
下
　
明
美

酒
井
　
丈
子

作

３０
回
生

３‐
回
生

３２
回
生

３３
回
生

３４
回
生

３５
回
生

３６
回
生

３７
回
生

３８
回
生

３９
回
生

４０
回
生

４‐
回
生

４２
回
生

４３
回
生

４４
回
生

４５
回
生

４６
回
生

４７
回
生

４８
回
生

４９
回
生

５０
回
生

５‐
回
生

５２
回
生

５３
回
生

５４
回
生

藤
井
　
英
明

酒
井
　
康
夫

松
下
　
孝
輔

北
川
　
　
守

‐２
回
生
　
一昌
士
　
繁

一

毛
利
　
　
倫

‐３
回
生
　
西
崎
　
　
毅

遠
藤
　
牧
子

‐４
回
生
　
隅
田
　
雅
裕

三
上
　
良
子

東
　
　
重
夫

‐５
回
生
　
徳
永
ソ
ノ
子

辰
己
　
順
子

‐６
回
生
　
井
上
　
文
子

‐７
回
生
　
一謄
本
　
純
子

大
谷
志
加
子

‐８
回
生
　
田
中
真
理
子

‐９
回
生
　
浜
田
　
　
論

門
前
　
喜
康

２０
回
生
　
一暑
多
　
昭
二

２‐
回
生
　
改
発
　
秀
彦

２２
回
生
　
森
脇
　
和
泉

２３
回
生
　
藤
谷
　
　
積

２４
回
生
　
安
国
　
尚
志

２５
回
生
　
滝
井
美
代
治

小
川
ふ
さ
栄

２６
回
生
　
佐
伯
　
省

一

２７
回
生
　
長
谷
川
真
理

２８
回
生
　
西
澤
　
典
子

２９
回
生
　
榎
　
　
克
佳

大
野
由
華
利

平
田
　
孝
子

磯
野
　
久
代

吉
田
日
出
子

細
川
　
光
孝

山
本
　
義
宏

谷
口
　
健
夫

増
田
　
節
子

官
永
真
由
美

樋
口
　
英
二

加
藤
美
恵
子

円
城
寺
久
美
子

高
杉
　
優
子

稲
葉
　
正
昭

藤
井
三
恵
子

宮
崎
　
郁
子

軽
戸
美
千
代

木
之
下
　
悟

浜
口
ま
ゆ
み

上
田
　
二貝
久

芝
　
　
聖
代

吉
田
　
幸
子

園
田
　
陽
子

嘉
地
　
陽
子

横
山
　
英
男

神
尾
　
雅
之

山
岡
　
純
子

内
田
　
雅
之

辻
　
　
琴
代

素
野
ゆ
う
子

百
瀬
　
道
春

有
馬
　
聖
子

田
村
　
公
伯

大
倉
　
尚
志

田
中
　
一π
樹

正
井
　
迅

一

西
村
　
　
晃

桂
　
　
翔
生

今
泉
ひ
ろ
み

土
江
　
美
穂

野
津
　
那
月

中
川
　
知
香

小
渡
　
良
宣

南
原
　
健
司

外
浦
　
瑞
穂

村
田
　
康
樹

鎌
田
　
耕
吉

山
本
　
明
弘

藤
岡
　
和
美

加
好
　
志
子

恩
田
　
香
代

宮
本
　
明
子

岡
田
　
智
子

山
本
　
浩
司

柴
田
　
　
大

都
賀
　
　
明

錦
戸
絵
里
子

素
野
貴
巳
子

有
馬
　
龍
平

澤
田
　
典
子

大
坪
　
茂
樹

宮
崎
　
秀

一

近
藤
　
尚
子

西
野
　
洋

一

伊
藤
絵
里
香

人
田
原
納
苗

十
倉
　
容
子

高
濱
　
将
希

５５
回
生
　
長
田
　
有
生

北
野
　
貴
寛

５６
回
生
　
高
嶋
　
仁
人

米
井
　
美
佳

青
木
　
俊
典

５７
回
生
　
原
　
　
　
裕

都
　
　
日曰
平

５８
回
生
　
上
山
　
孟
己

杉
原
　
彬
元

５９
回
生
　
渡
辺
　
彩
乃

都
　
亜
由
美

６０
回
生
　
猪
塚
　
　
萌

秋
間
　
　
梓

６‐
回
生
　
皆
木
雄
太
郎

中
川
紗
也
香

林
　
　
和
美

木
村
　
咲
貴

平
本
英
理
子

加
藤
　
奈
帆

佐
々
木

彩

平
岡
　
麻
理

丸
山
　
有
希

久
保
　
洵
菜

原
田
　
夏
実

中
本
　
博
子

大
倉
　
雅
夢

関
口
　
大
樹

中
尾
　
一元
太

入
江
　
健
志

森
　
　
美
海

上
田
　
優
馬

和
憲
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―
　
賛
助
金
、
支
援
金
こ
協
力
の
御
礼

（事
務
局
、
財
務
委
員
会
）

本
年
度
も
総
会
開
催

に
当
た
り
ご
協
力
を

お
願

い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
会
員

の

皆
様

の
賛
同
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年

の

こ
と
な
が
ら
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
同
窓
会

へ
の
皆
様

の
厚

い
気
持
ち
を

大
切
に
し
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

２
　
来
年
度
総
会
予
定
に
つ
い
て

（事
務
局
）

来
年
度

（平
成

二
十

三
年
度
）
総

会

は
、
舞

千
ビ

ラ
に
て
平
成

二
十

二
年

十
月

十
六
日

（
日
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
学
年
記

念
総
会
と
併
せ
て
多
数

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

〔記
念
同
期
会
〕

十

二
回
生
、
一

ほ
か
‥

３
　
同
窓
会
名
簿
の
発
行
停
止
に
つ
い
て

（名
簿
委
員
会
）

同
窓
会
名
簿
は
、
同
窓
会
発
足
来
版
を
重
ね
、

同
窓
会
活
動
に
ま
た
同
窓
生
間
の
交
流
に
活
用

さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
の
技
術
環
境

下
に
お
き
ま
し
て
は
、
上
記
目
的
外

へ
も
容
易

に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
は
同
窓
会
名
簿

の
製
本
発
行
を
停
止

い
た
し

ま
す
．
し
か
し
、
同
期
会
　
ク
ラ
ス
会
開
催
等

で
必
要
な
場
合
は
中
し
出

て
下
さ

い
。
幹
事

の

方
に
は
別
途
提
供
し
ま
す
．

同
窓
会
活
動

の
基
礎
を
固
め
る
う
え

で
の
名

簿
整
備

の
重
要
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
住

所
変
更
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
は
必
ず
同
窓
会

ヘ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

連
絡
先
ア
ド
レ
ス
　
⊆一①
ｏ

，⊆⊂
ヨ
０
一ｇ
◎
く９Ｊ８
８
き

４
　
同
期
会

へ
の
助
成
金
に
つ
い
て

同
窓
会
活
動
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
日
的
と

し
て
、
各
学
年
主
催

の

「
同
期
会
」
を
開
催
す

る
時

に
は
、　
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
条

件

に
、
同
窓
会
本
部
よ
り
三
万
円
の
助
成
金
が

出
ま
す
．
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
事
務
局

（Ｔ

Ｅ
Ｌ
　
〇
九
〇
―
八
七
九
九
―
六
人
三
七
）
に

お
問

い
合
わ
せ
下
さ

い
．

ご
承
知
の
通
り
母
校
で
も
毎
年

「
ト
ラ
イ
や

る
　
ウ
ィ
ー
ク
」
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
．

次
代
を
担
う
若
者
に
実
社
会

へ
の
体
験
の
場
を

通
じ
、
健
全
な
成
長
と
働
く
こ
と
の
意
義
を
醸

成
す
る
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

一

年
度
は
七
月
六
日
ヽ
十
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た

「
体
験
の
場
」
を
同
窓
会
と
し
て
も

支
援
し
て
い
き
た
く
、
提
供
し
て
い
た
だ
け
る

方
、
可
能
性

の
あ
る
方
は
気
軽

に
後
記

の
方

ヘ

ご
連
絡
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

今
ま
で
ご
紹
介

い
た
だ

い
た
体
験
の
場

（幼
稚
園
　
保
育
国
　
小
学
校
　
商
店
　
病
院

動
物
病
院
　
旅
行
社
　
他
）

連
絡
先

歌
敷
山
中
学
校

「
ト
ラ
イ
や
る
　
ウ
ィ
ー
ク
」

推
進
委
員
会

担
当
‥
大
山
　
み
ど
り

先
生

Ｔ
Ｅ
し
　
〇
七
八
―
七
０
七
―
八
八
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
七
八
―
七
０
七
―
八
八
六
五

e賛助金・支援金のお願い磯
振込先	 郵便振替	1日 2.000円以上
国

「

L記 号	 番号	00970-6-187019
加入者名	 歌敷山中学校同窓会

お振込いただいた方には会幸にをお届けします.

0お	 願	い磯
同窓生の皆さん:いつもこ協力ありがとうございます。

より多くの参加型の会報をと願っております。1青報を、

お待ちしております。
T655‐ 0037
垂水区歌敷山3-1-10
TEI´ 	707-3601
17回生	 藤本	 純子



“

O 歌敷山中学校同窓会会報

歌敷山中学校の「さくら」を見に来ませんか
～平成23年度「さくら」の学校開放～

春の学校開放について
母校では毎春、桜の季節に学校PT5放が行われており平成 22年度は4月 3日	4日にかけ

て実施されました。来年度も行われるようですので日程を確認されお誘い合わせの上お出か

けいただければと思います。

〈昨年度の会報に写真等概要を掲載しております)

〈日時)平
成23年 4月 2日 (土)・ 3日 (日 )

9:00-16:00

十クラの学校開六に合わせマ
゛
ホームカミングデー゛を開催予定

同窓会では来年四月二日 〈土)、 三日 (日 )のサクラの学
校開放に合わせて

゛
ホームカミングデー゛の開催を四月二日

(土)に予定してしヽます。ホームベージ、新聞広告等で改めて

ご案内致しますので、ご期待下さい。
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